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保健室より保護者の皆様へ  
 

●季節は秋です！ 
夏休みが明け、体育祭が終わり、厳しかった暑さもようやく峠を越えたようです。  

朝夕を中心に少し肌寒く感じられ、秋めいた日が少しずつ増えてきました。  

「スポーツの秋」「芸術の秋」「読書の秋」「行楽の秋」と、何をするにも快適で良い季

節。そして「食欲の秋」・・・さまざまな食べ物がおいしい時期でもあります。  

夏の暑さで疲れた心と身体を、さまざまな面から  

うまくリフレッシュしていきたいものです。  

また、朝晩の気温差が大きいこの時期はちょっ  

とした気のゆるみで体調を崩しやすい時期でもあ  

ります。 

その日その時の気候を意識し衣服を調節すること  

がこの時期の健康に繋がります。今冬のインフルエ  

ンザの動向も要注意です。  

３年生にとっては勝負の時期！！  

肝心な時にベストコンディションで臨めるよう  

引き続きご家庭での健康管理をお願いいたします。  

 

●心の問題 要チェック！ 
コロナ禍において、高校生の心の問題が大きく増加しています。特に夏休みなどの長

期休業明けには、例年、欠席者が増える傾向にあり、長期化する場合には個別な対応が

必要な場合もあります。  

 

・これまで関心のあった事柄に対して興味を失う 

・成績が急に落ちる 

・不安やイライラが増し、落ち着きがなくなる 

・投げやりな態度が目立つ 

・健康管理や自己管理がおろそかになる 

 

 保護者の皆様におかれましては、上記のような態度に現れる微妙なサインに注意を

払っていただき、子供たちの不安や悩みの声に耳を傾けていただきますようお願いい

たします。     参考  

 

●カラダのチカラ～自然治癒力～ 
 人間をはじめ、生物が生まれながらに持っている、けがや病気を自ら治す力・機能を

広くまとめて「自然治癒力」または「自己治癒力」といいます。転んでちょっと擦りむ

いたり、少し熱っぽい時でもある程度時間がたてば治って元気になるのはこの力によ

るものです。また、大きな病気やけがで手術が必要になった場合などでも、どれくらい

自然治癒力が備わっているかで回復の仕方が違ってくるのです。  

 この自然治癒力を高めるためには、十分な休養を取ること、また、適度な運動で血行

を良くすること、体を鍛えることが必要だと言われています。  

 つまり、きちんとした生活習慣「食事」「睡眠（休養）」  

「運動」を日ごろから続けることが、病気やけがの予防はも  

ちろん、早期回復にもつながるという事です。コロナ禍の冬 

に備え、毎日をいかに規則正しく健康的に過ごすかが、  

「with コロナ」「after コロナ」への鍵となりそうです。  

https:/ /www.mext.go.jp/conten t/000111936.pdf  

 こんな様子は  

ありませんか？  


